
令和８年度 　大分県学力定着状況調査結果(５年生）４月実施

知識 活用 知識 活用 知識 活用

亀川小 73.9 66.3 70.1 60 73.5 50.4

全国 72.5 59.3 65.8 57.6 70.6 45.3

目標値 69.4 55.6 64.5 57.5 65.5 41.1 差の平均値

全国との差 1.4 7 4.3 2.4 2.9 5.1 3.9

≪正答率の経年変化≫・・・全国との差（同一児童）

知識 活用 知識 活用 知識 活用

令和６年度 9.7 16.5 12.9 14.7 14.1 7.5 別府市学力調査（１月）３年生

令和７年度 3.1 5.1 8 9.4 7.6 4.6 別府市学力調査（１月）４年生

令和８年度(県) 1.4 7 4.3 2.4 2.9 5.1 大分県学力調査５年生
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全ての教科で全国平均正答率を上回った。問題の内容別正答率においても，目標値と同等か大きく上回る結果で

あった。

しかし，どの教科も目標値を下回った問題があった。国語では「漢字を書く」「文章を読んで感じたことや考え

たことを共有している」，算数では「分数の大小比較」「小数第2位÷整数」「およその面積の推測」「垂直な直

線を見つける」，理科では「ヘチマの茎の伸びと気温の関係」「方位磁針の使い方」「水槽を効率よくあたためる

ためのヒーターの設置場所」「結露の理解」であった。

国語は，誤答の分布状況から，文章を最後まで読まずに解答した様子が伺えた。漢字を書くことと読むことが不

十分だと言えそうである。

算数は，「整数・真分数・帯分数・仮分数を大きさを比べる」「小数のわり算のひっ算を解く」「1㎠や１㎥の

単位の大きさが分かる」「垂直な直線を見つける」といった基礎的な内容の定着が不十分だと言えそうである。

以上の結果から，「問題を丁寧に読み，聞かれていることを正しく理解する」指導を行っていく。また，文章の

内容を正しく読み取ることや，基礎的な内容をしっかり理解定着させる必要がある。
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